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件  名  

２０２０年度 地域共創（産官学）研究報告会オンライン開催について 

内  容  

 下関市立大学附属地域共創センターは、「共創による大学づくり」のコンセプトのもと、地域

のシンクタンクとして機能すべく様々な活動を実施しております。その活動の一つに本学教員

が地域貢献の観点から地域課題を見出し、その課題解決に取り組むことを目的とした地域共創

研究、さらにその中でも産官学に特化した研究（産官学研究）があります。この度、2019 年度

研究の成果報告を下記のとおりオンライン開催いたしますので、ご案内申し上げます。 

（Zoom を使用したオンライン報告会となります） 

【日 時】２０２０年１０月９日（金）１８：３０～２０：３０ 

※オンライン開催（Zoomを使用）のため自宅等で視聴可（学内での視聴は不可） 

【内 容】報告１：地域共創研究 「酒造を活用した観光まちづくり 

－久留米市城島・東広島市西条－」 

       難波
なんば

利光
としみつ

 下関市立大学 経済学部教授 

   報告２：産官学研究 「看護・介護職の離職要因に関する研究」 

難波利光 下関市立大学 経済学部教授 

【定 員】５０名 

【参加費】無料（ただし視聴に伴う通信料は各自負担） 

【申込み】必要（貴社名・団体名、氏名・役職等、電話・ＦＡＸ番号、Ｅメールを記載の上、 

Ｅメール、郵送、ＦＡＸの方法にて１０月２日（金）までにお申し込みください。） 

下関市立大学附属地域共創センター 

          〒７５１-８５１０ 下関市大学町二丁目１番１号 

          電話：０８３-２５４-８６１３  ＦＡＸ：０８３-２５３-１６２２ 

         E-mail.：chiikikyoso@shimonoseki-cu.ac.jp 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、本学内での視聴はできません。 

※内容詳細は別紙をご確認ください。 

問い合わせ先・担当者連絡先 

経営企画グループ長 地域共創班長 担当者 連絡先 

あみたゆたか こやまたけし みやもときよし 
083-254-8613 

網田裕 小山英 宮本起禎 

提出日 2020 年 9 月 25 日 広報連絡先 
（経営企画班） 

Tel.083-254-8707 koho@shimonoseki-cu.ac.jp 

mailto:chiikikyoso@shimonoseki-cu.ac.jp


  

 日本において医療福祉サービス需要と供給のアンバランスが生じて

いる。特に看護・介護職員不足により、地域にあった医療福祉サービ

スの供給を行うことが困難になってきていることが問題である。看

護・介護職員は、個人の能力を活かすことのできる、より良い環境の

職場を探している。本報告では、看護・介護職員の離職要因がどこに

あるのかについて説明する。 

◆日   時 ：10月9 日（金）１８：３０～２０：３０（質疑応答含む）  

◆場 所 ：  オンライン開催（Zoomを使用しますので、自宅等から視聴可能です） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、本学内で視聴はできません。 

◆参加費 ：  無料（視聴に伴う通信料は各自負担） ◆申込み： 必要（裏面参照） 

◆必要ソフト ：Zoomアプリ（無償版で視聴可）      ◆定員  ： ５０名   

◆その他 ：Zoomのインストール、設定等は事前に各自で行ってください。 

下関市立大学 
研究報告会(オンライン開催) 

【報告２】【産官学研究】看護・介護職の離職要因に関する研究  

 地域共創研究とは、本学教員が地域貢献の観点から地域課題を見出し、その課題解決に取り組むことを目的とした

研究です。産官学研究とは、地域共創研究の中でも産官学に特化した研究です。 この度、2019年度研究の成果報告

を下記のとおり開催いたします。コロナ禍ということもあり、Zoomを使用したオンライン研究報告会と致します。

市民の皆様及び本学学生のご参加をお待ちしております（事前にZoomアプリのインストール、設定等必要です）。 

【報告１】【地域共創研究】酒造を活用した観光まちづくり 
                －久留米市城島・東広島市西条－ 

難波利光 経済学部教授 

地域共創（産官学） 

共同研究者 三科仁伸 

  経済学部 准教授 

共同研究者 田中裕美子 

  経済学部 教授 

難波利光 経済学部教授 

 地方経済が、超人口減少や超少子高齢の状況がより深刻化される

中で、地元資源を活用したまちづくりや観光に対する地方の期待は

高い。それは、地域に存在している既存の社会資本を有効活用する

ことによって、歴史的に親しみのある魅力ある街を再生することが

可能であるからである。本報告では、２つの酒蔵のある地域をとり

あげ、地域住民と地域外の人々とともに作られる地域づくりについ

て観光まちづくりの戦略を説明する。  



 

 

 

 

 

２０２０年度地域共創（産官学）研究報告会 

参加申込書 

 

下記の必要事項をご記入の上、E メール(推奨)、郵送、FAX のいずれかの方法にて、

１０月２日（金）までにお申込みください。 

Ｅメール ：chiikikyoso@shimonoseki‐cu.ac.jp 

郵 送 先 ：〒751－8510 下関市大学町二丁目１番１号 

     下関市立大学附属地域共創センター 宛 

Ｆ Ａ Ｘ ：０８３－２５３－１６２２ 

 

貴社名・団体名  

電話番号  

ＦＡＸ番号  

 

Ｅメール（必須） 

① 

※視聴する PC等で

受信可能なもの 

② 

参加者氏名 

（役職名） 

①               （             ） 

②               （             ） 

※申込みに伴う個人情報は厳重に管理し、他の目的・用途では使用いたしません 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、本学内で視聴はできません。 

 

ご参加の際は予め Zoomアプリをインストールし、設定等を各自で行ってください。 

参加費は無料ですが、視聴に伴う通信料は各自でご負担ください。 

開催当日までにＥメールにて Zoomにアクセスできるよう、ご案内いたします。 

mailto:chiikikyoso@shimonoseki%E2%80%90cu.ac.jp
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